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 モノを展示する，あるいは展示されたモノを見るという行為を果たしてどのように理

解し，実践するのが最も妥当か。それは，博物館において展示の製作に関わったり，展

示について考えたり，書いたり話したりする際に，いつも筆者の脳裏に去来する問題で

ある。その解決にあたっては，筆者は基本的に，具体的な展示の製作を行うことを通じ

て，展示する側と展示される対象に関わる側と展示を見る側の三者間で意見を交わしな

がら，よりよい形を模索していく以外にないであろうと考えている。しかし，今回「2002

年ソウルスタイル  李さん一家の素顔のくらし」展の制作に実行委員会の一員として

参加し，実際にできあがった展示を見ることで，新たに考えるようになった問題があっ

たので，今後の筆者の展示製作の際の覚えという意味を込めて，それを書き留めておき

たい。

 我々は展示というと，展示する側が，展示される対象に関する何らかの情報や主張や

認識を，展示を見る側に伝達する行為と考えがちではないだろうか。つまり，展示は一

種目「情報伝達のメディア」（中村1998：14）というわけである。従って，実際に展示を

製作する際にはわかりやすい展示，即ち，展示する側が提示する情報や主張や認識が，

正確かつ効率よく見る側に伝わることが目指され，その実現が図られる。しかし，実際

の展示を巡る状況は「展示＝メディア論」では決して理解が十分ではない。例えば，実物

資料は常に多様な見方を許容する多義性を有しているので，それを基本的な要素として

構成される展示は程度の差はあっても多義的とならざるを得ない。それに加えて，見る

側は通常「自らの体験領域に対象を引きずり込んで対象を常民的に歪曲して理解する」

（篠原1988：33）強い傾向を有する。いくら様々な技術を駆使して展示のメディアとし

ての精度を向上させ，伝達能力を強化したとしても，展示する側の意図通りには働かな

い不確実性を多少なりとも有する表現から展示が完全に脱することは，原理的に不可能

である（笹原2000：198）。その結果，展示を見る際は，「展示する人間の意図と予想を

越えて，来館者は考える，あるいは考えないのであって，ふつう必ずしも主催者側のコ

ントロールに従うとは限らない」（榎1998：52）という事態に至る。このことは，実際

に展示を製作するにあたっては，展示する側と見る側の認識が一致しないのが常態であ

ることを踏まえて展示のあり方を考える，つまり，展示する側が予め用意した内容を見

る側に正確に伝達するという「展示＝メディア論」とは異なるかたちの展示のあり方を想

定する必要があることを示している。

 そこで注目されてくるのが「2002年ソウルスタイル」展における李家の再現展示である。

これは，実際にソウルにあった李家のアパートの様子を再現した展示であった。再現と
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はいうものの，展示という性格上問取りや壁面等に変更が加えられ，アパート内にあっ

た全ての物品も漏れなく展示されたわけではないので，厳密にいえば実際のアパートの

内部をそっくりそのまま再現したものとはなっていない。しかしその展示は，緻密な生

活財調査の成果と可能な限り徹底的に行われた実物資料の収集に基づき，従来の展示で

は見られなかった展示内容及び資料の大幅な拡張が行われ，家具や家電製品から衣類，

「一見無意味な領収書やメモの類」（佐藤2002：105）に至るまで実に様々なモノが，李

家のアパートを模した展示空間内に配置された。その結果，生活の場が容易には全体が

把握できないほど多種多様で大量のモノの群れから構成されているという，李家の生活

の実態の一側面を十二分に示すことに成功した。また，その展示は，展示を見る人々が，

あたかも李家を訪れるかのように展示空間内に入り込み，台所の冷蔵庫や寝室の箪笥を

開けて自由に中のモノを見ることができるように工夫されていて，見る側それぞれの興

味に応じてモノを選択して見ることが可能となっていた。

 「2002年ソウルスタイル」展は，こうした展示資料の悉皆的な拡張と見る側の展示空間

への主体的な参入を促す仕掛けによって，展示を見る人個々の展示に対する認識や理解

の構築における自由な裁量を，相当程度許容するかたちを実現していたといえる。こう

した見る側の多義的な解釈を保証する柔軟性を備えた展示のありようは，展示する側と

見る側の認識や理解が一致することを必ずしも前提としていないということで，「展示＝

メディア」論とは異なる一つの展示のあり方，展示の可能性を示していると考えることも

可能であろう。

 しかし，そこで問題が残る。それは，見る側は展示を，それぞれの興味に従って全く

自由に理解しても構わないのか，展示や展示されたモノには読みとらなくてはならない

意味や内容は全く存在しないのかということである。その問題は，展示される対象がど

ういう性格のものかということと関わっている。「2002年ソウルスタイル」展の場合，再

現された室内空間や展示されたモノは，元々ソウルの李家に実際にあったものである。

つまり，展示や展示されたモノはそれのみで完結している独立した世界を形成している

のではなくて，2002年当時の，あるいは過去から連綿と繋がる韓国社会やソウルの生活，

あるいは李家という家族や個々の人間との関わりにおいて存在していたものであり，従

って，それらを見て理解する際には，それらの背後に韓国社会，ソウル社会，李家の家

族やその生活が実際に存在していることを十分考慮する必要があるのである。それは，

展示や展示されたモノの履歴をきちんと踏まえる必要性と言い換えてもいいかも知れな

い。展示や展示されたモノを，現実の社会や生活現場に空間的・時間的に開かれたテキス

トとして読み解くべきであるという制限が，大まかな枠組みとして展示を見る側の理解

や認識の自由裁量には存在しているのではないだろうか。実際の「2002年ソウルスタイ

ル」展では，こうした点に関して，展示に先立っ生活財調査の際に，個々のモノに関する

家人からの聞き取り調査によって情報を蓄積し，「そのひとつひとつに持ち主の込めた意
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味を明らかにしてゆく」（佐藤2002：105）というかたちで，モノを読み解く際の枠組み

が設定されていたようであった。

 こうした理解の枠組みが実際の展示でどのようなかたちで提示されていたのか，筆者

には明確に認識することができなかった。しかし，仮にそれがきちんと提示され，展示

を見る側の準拠枠あるいは文脈として機能したとしても，未だ問題は残る。それは，佐

藤浩司も調査の際には家人が「ふだん意識もしなかった些末なものについてまで質問に

答えねばなら」なかった（佐藤2002：105）と述べているように，人々は自らの周囲のモ

ノすべてについて明確に意識し，それを言語によって表現し得るとは限らず，とすれば，

元々意識されず，語られなかったモノについて敢えて聞き取った情報は，そのモノの履

歴とは単純にいえないのではないだろうかということである。その場合その情報は，モ

ノについて人々が後目反省的に認識した結果の意味付けとなり，そうしたモノの意味に

基づいて明らかにされるのも，人々が反省的に回顧した結果与えられた自らの生活に対

する意味付けとなる。それはそれで興味深い問題ではあろうが，人々が実際に営んでい

る生活の実際のありようを明らかにすることとは問題の次元が異なってくる。我々は日

常生活の現場においては，特別に意識したり，明確な言語による定義や説明を行ったり

しなくても，モノを使用して生活を営むことができるからである。

 生活の現場に存在していながら，人々に意識されないモノ，語られないモノは，展示

において生活空間を細部まで再現すればするほど，多種多様で大量なモノを選択せずに

展示すればするほど増加する。それを考えると，「2002年ソウルスタイル」展のような展

示おける資料の悉皆的拡張と生活空間再現という方法の有効性は，所有者にも意識され

ないモノ，語られないモノさえも展示することを可能とし，それによって，人々の自己

認識の範疇から外れてしまう部分をも含むかたちで営まれている生活の実践的なありよ

うを対象化して提示する可能性が生まれるという点にあるのではないだろうか。そう考

えるならば，こうした展示の方法は，生活着調査のような緻密な生活現場に関する調査

の成果をまとめ上げる際の一つの方法として，ある種の民俗誌的表現としての可能性を

秘めているといえるかも知れない。

文 献

榎陽介

 1998 「展示としての葬送  博物館の試みから」日本民俗学会編『民俗世界と博物館  展

   示・学習・研究のために』pp49－58雄山閣出版。

笹原亮二

 2000 「民俗学と民俗展示   『民俗世界と博物館  展示・学習・研究のために』を巡って」端

   信行編『国立民族学博物館調査報告16新しい展示技法の開発と子供博物館のコミュニケ

199



    一ションに関する研究』pp．192－209，国立民族学博物館。

佐藤浩司

 2002 「生活財調査ものはなにをかたるか」朝倉敏夫・佐藤浩司編『2002年ソウルスタイル

    李さん一家の素顔のくらし』pp．104－105，千里文化財団。

篠原徹

 1988「不思議の場としての博物館」岩井宏実編『民俗展示の構造化に関する総合的研究』pp．25－33，

    国立歴史民俗博物館。

中村ひろ子

 1998 「民俗を展示するということ」目本民俗学会編『民俗世界と博物館  展示・学習・研究のた

    めに』pp．14－20，雄i山閣出版。

20①



笹原 召人1釧1銀G｛刈天1豆91冒召叡｛三重1蓼掛想塁書Z｝天H自9フトき蓉

組入圃銀・咽ス準準甘辞叡モ叫を：叫想密イ｝ス認到7ドま碧

笹原亮二

 神暑含型入1苛と醐♀1，空ゼ石入1週朴暑書旦セ墾♀屠｛羽刈・平喜刈01胡司一エ

召詔苛ゼ夷。17謄子下琶外ユ環｛さ，叫三階司1繋咽石入倒刈門司1豊φ銀暑ス1，

冶切回司胡・碧4脅朔吼そ1入1酬い糊埜エ・習4苛三門帆～掴1叫望ス國司司舎暑

皇叫7隣司÷∋｛劃・1叫．ユさ権四一・判，望ス干管71暑司皇呈，子日囚剋石入回刈4暑

李謝司セ環暑暑司，冠入1苛掌骨叫墨入国恥二丁州豊刃1司セ警，ユ司エ組入1暑門門

奔潮脚｝ストィ甥釧祖暑エ草｝言閲補1塗叫書下山川暑里山糾司7｝セ干鯛ト旨叡含

裸。｝叫エ憩z｝司一エ銀骨．ユ司叫，o悼ig1 「2002下刈音∠＝日一望  01湿想層qg1

量弔磐01丁銀セユ司呈」週到刈Z｝朔盈墾♀1剖司釧妊入ト君立呈眉智升司司，二目呈

斗碧男思入1暑旦セ・誤暑暑司，胡晋711想z｝司弓削融下刈7ト銀銀立旦呈，01苛

望ス閣履入門凸凹羽胡・補叫ゼ潮・1暑宕。囚，ユ否暑司司旦ユス㌃妊叫．

 ♀司暑丁子入1叫エ乏杷，警固一壱警。1，冠入国セ・硝・甘・羽豊を司唱月旦耳r三を，

望剤含，石入屠旦セ奪州萢望苛セ墾羽叫エ・碧4司一フ1唱ス1鍛口外寄，趣1ゼ

望香到  「碧旦 墨豊朝 ロ1司61」 （中村 1998：14）ぎトエ 憩z｝司・セ 唄01叫．叫叫刈

翌刈星口入1暑刈4選剛州セ望71斜｛｝石刃，蕎履λ｝苛モー尋立呈遭入国セ慰昆目一

手を，三目01，碧屠司一エ互音司立呈旦セ尋611墨量司・ゼ秦01号司01引エ，ユ翌観含

上遇叫．ユ司し十，碧刈潮遭層暑暑司般杢緯｝書 「遭入1一ロ洞（刈暑」立呈刈ゼ導司呈

Oi司丹吾甚荊蓄叫．（川暑西明，望暑スト豆ゼ脅甘叫誓を二二暑司暑誹セ叫到碧含

ス1し1エ銀甲一層，ユ誤暑フト薯司剋皇杢呈石子碧判セ型入1芒碧三日ヌ回ゼ

銀暑ス1叫山野潮司・1望牛耳朝1叡叫．口〒・耳，旦芒尋二丁醤「ス｝フ1ムム呈口

引層閣鱒到胡甘薯晋司暑明朝磐暑零唱二階｛セ9一呈朝昇司・（月01胡司一差ヨ （篠原

1988：33）な邊司書暑刃望叫．oト早司τ｝誓尋71含含〒・入ト司一司組入1司下司呈刈到

碧三（精度）暑聾甘層朔週一町百暑そ｝糾重｝1斗エ司三，道入1司・ゼ等到到月明呈出・

引引鍛…暑響4層｛｝王音・1ヨ｝三ス1翌至廻6個組入レト斗石田唄司叶セ環｛≧，

門司司皇歩弓升号翻漠01叫（笹原2000：198）．ユ君斗，石入1暑暑叫，「祖入1糾モ

皇1干潮潮呈斗・斗ぽ三唱・咽刈，￥｝壱スト旨想4司一刃耳，三二・碧叫司一ス1蓄セ裂・回．

旦暑，魁三入1手溺ス｝尋91週三下司1二三叫エモ董李叡u｝」（榎1998：52）叫エ

苛セ入三州三望重｝叫．・1智書，登測呈遭入1暑刈4糾セ司銀明刈，組入同セ尋斗

旦セ尋到剋剤oi望ヌ1き図蓄セ漠。｝屠四望・場せ牛銀セ望望含望司古トエ，石入回

旦告｛｝碧4苛ゼ，香，剤入同セ警01ロ1司ぞ川重｝司暑暑旦ゼ警叫碧屠さ｝刃1

退せ重｝t斗エ古ド三 「剤入1＝ロ1司司喜」斗セu｝喜下町潮型入黄玉L告暑杢｝耐量学内7予

銀書音申斗魁叫．

201



 司フ1刈手号引算召01 「2002望刈暑ムモ斗望」組011銀σ1刈01組咽望フ國刈翌

趣1・1叫．・陳｛≧，召刈呈刈一周1銀三唱。1旭想望フ回・隅三潮切．告暑ス認墾

墨入国司、ス腫1。1叫エセ司三，筆入1ヨ｝セ闇Zl・ぽ，・回・互到子ヨ三冷用魁号州轡碧。1

望皇墾エ，6ト叫旦？｝91呈暑暑筈01三寸叡01週入1弾唄書潔し1荘園， 唱魁司

里針ス閲碧刈釧。回一三国司早暑ユ州呈ス認を唄9一日τ｝．ユ豊原ユそ1λ1セ，

ス杷を・盛｝ス傘入國想斗斗7ト皆魁冠翌刈糾翔墾司萢・謹暑ス障潮牛r雪・刈

モ青図・ヰ誉謝到福町円陣小草叡銀平年入囲暑喫ス御明印可釧叫そ｝。1

。1判司乱7仔し｝7困刈苦早司，到頭，回列旦1ヨ早釧ロ1糾洲旦・1ゼ閣牛吾・1耳

司1呈号到香昇」（佐藤2002：105）司1刀｝ス1琶呈叫磐重｝舜暑晋01，0困想望フ國

。ト立卜亙暑玉現｝を石入1惣社魁61剛ヌ国弓勢．ユ翌斗，三豊91男眉7ト暑01司一711セ

剤一升叫叫到ス1芦刈刃王呈叫一声‘齢｝エ重書国国暑釧唱脅豆重囲相到・月

雪叫叫コ．さ桂…，o｝旭想望フ｝到想著盈司当切唱吾平甚司一洲耳耳川セ裸州碧苦烈叫．

三観｝，ユ墨入1セ・，冠入1今期セ・入幌｝暑・1，・國・1軌暗唱｛｝唐｛装｝唄刺碧迅入1暑君

魁立罫引・酬7L早望潮碧をエ所書包到刈者を男望ユス｝弁暑囲い掴1銀セ入階含

旦セ裸。17㌃皆司一王昇魁暑・梱銚オ凡才一再円4ス回菩P圃薄切朴暑書
週明司・α1旦．既望01フドま司一日羽（＞1銀砂叫．

 「2002望 刈暑ム1斗望」週喜，・圖重｝遭入1スト二二甘召叡セ屠獣叫，旦セ奪到

石入1号イ｝州 朔妊 手勢目今 君升暑 弁下目1ヲド三 エ魁をヌ1剛 91胡，石入1暑 旦ゼ

7刊7閥釧組入回1司を劇剤斗。岡障子斉・川銀・ル補釧スト脅呈金刈馨書，号号司

司碧一口セ・閤司暑碧観三寸エ三口・午銀叫．01馨711旦モ…三重 司・91瑚望判司暑

射芸司セ弁（週層暑・槌1融週入1釧碧囲セ，そ1入固一国参学互雪止到剋剤斗。團井

望久1苛セ唄牛耳｝三入1石身許ス1認母乳七戦勢，「冠入1瓢ロ1目耐暑」コ｝セu｝喜，・巻斗

重｝遭入191噌司，組入1917㍗皆思罰し｝司一司ユ銀叫エ三想z｝毬牛耳｛｝唄01じ干．

 ユ司耳，円7回｛｝刈7｝甘ゼ叫，ユ環薯，旦セ警・1石入1暑，4ス華年・1州町明

亀石司スト詳川藻1・團司三園肚杢｝普訟…環q7L墨入1叶組入1週善部司1ゼ釧割判ス1

剛直望？｝重曹斜ロ1し｝朗一暑。1碧豊中善ス頂司・ス1鴇セ唄q7ト青モ坪刈。1叫．ユ

暑刈モ∋，遭入1宅引杢｝01明国際碧瑚91入㍗町制7コ口斗セ裸：叫三三単射u｝． 「2002雇

刈含ム司望」判司摺♀，スη憩ヨ盈旨々同年剤入旧朴暑書，♀矧刈含到。困想到

苓明1翌刈呈銀献詞01じ｝．秀，石入1耳萢入1週朴暑薯ユ裸魁豆呈♀｝君到エ昇唱廻

刈割判閣碧司・エ銀セ裸01叫日己｝，2002遇1ま入1斜，薯｛｝斗71早口瑚舎01σ1淵｛≧

を号入国耳・楽｝斜・璽｝，置酒・】旭想7ド弄。1し｝7梱斜勉在糊ギ｝刃回1銚羽

釜ス刊司ユ1網入屠・1呪叫斗裾ユ奏暑砂滑ユ。圖曾銅1ゼ，ユ誤重唱日刊単列

尋図入圃，・列導入圃，。P麗フ悸斗ユ・蠣｝。1盈国司｛套刈司・エ1鵜｝含剛勇司

エ司曽週豆フト銀耳ゼ裂Oiτ斗．ユ兵書，組入1し｝引入1宅朴暑到。耐暑回想司エ剛勇

里皇・ぱ。1叫エ豊聾奈呈餓礁｝．剤小｝冠入旧朴暑｛｝，難翌潮入ト司叫・蠣廻を叫
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笹原 召人1α1烈Oi人｛天ト昼91ヒ建」叡｛三響召ユト芭塁ト君甦天H醒9 フ1き碧

暑社瑚，入1社司立呈望司刷司ム三星刈釧σ1瑚叶量叫ユ司一セ刈を01，司一叫釧ラ『τ十豊

暑守札石入匿且セ尋潮・1胡叫望剤釧スト躯謄朔セ善刈苛ユ銀ゼ漠薯6捏叫．

杢引潮「2002 唱 ノ『一差ムE｝（裂」拙筆セ，。一重｝相（掴尊君司一（月，組入101週朔01早司萢

想判司呈朴州刈，駆引月齢御汁明胡7ト否皇図早日召呈上朴州到司碧旦暑斉司司・エ，

「ユ糾耳苛叶潮岬剋・1官。ト岳釧司暑下司耳フト旨」（佐藤2002：105）碧髭剃，

入ト暑軌匡二季ゼ剛二男01租閣到司銀頭1斗ユ重｝τ十，

 ・1封戸。1胡到｛｝・1碧刈釧石入回1可罰重｝憩司呈刈入国・判司銀箭7L望ス回1別セ

碧所司望剤哲午7｝叡銀粉．ユ司耳，魁舛州ユ唄01響を小用入国エ，組入1暑・旦セ
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ユ野司，佐藤浩司墨ヌト王至平岡判明7ト否暑01 「羽杢州セ 到剤三司’ス1認鍛唱

入ト杢尋 朴暑一暑（¶ 司司刈叫ス1智｛｝州 朔唱一司・ス1今際里 魁羽目｛斗」 （佐藤 2002：

105）碑エ邦銀唱唄刻碧，亙看暑舎ストア1ムム呈g1手羽g1呈モ｝朴暑暑朔 国司刈

跡叫司一中潮剤司一エ，ユ裸野司司呈豆翼豊奈郎叫エ町明今叡皇明，ユ尋叫ユ

融叫嘔，望｛珊軽物斜ス1｛薯コ．，・1・レ国ス1明朝唱朴暑暑司1朗胡・補唄ス1年月｛｝糾・司

直σ1田碧旦ゼ，ユ入ト暑到 01司01葺エ，吐を司 月雪冷セ叡ゼ野卑。ト盟刀｝叫セ

相01し｝．01層♀，ユ盲判ゼ，舜｛…・6刊国司λ幌｝暑01早望剋：相田立言剋剤可罰叫91

釧ロ1判司井 羽エ，ユ司を 朴暑到 潮P回 暑円司一（月 宮司剋 裂暑呈，朴君暑ol

畳刺方円呈司エ釜石町回司宅ス困暑潮碧暑司1司量到司早・場7ト呂τ｝．ユ摂薯

ユ剣町旦喜P1郎ゼ｛｝刈。171セ苛ス榎｝，入穿暑・1・二季呈平司フトと・碧平射・通町釧

玉L告書 射司州モ… 誤斗ゼ一汁到 ヌト組01望叫適中．♀司暑・名 望杢｝碧暑到 週雪雲

銀明明一町唱司斗剤司円し｝，噌聾軋三明朔潮司碧到正潤昌々層司一囚判司一ス1

認エ刈呈，入ト暑一男入ト暑司一エ憩耐暑司一セ望017ト一跡ヲ1手応01t斗．

 想暑到観を州善ス個ユ牛立里亙入｝君暑州川目司到ス1蕗湾入干暑，。1・レ国ス1

鵠…スほ薯，石入回1銚咽・理碧暑社暑網引叫ス1ス“む司項量牛薯，叫奢叫（蓼司瑚

引導91朴｛…一書忍明司一士鍛ユ苓入1司一電琶牛尋号フ｝尋u｝．ユ型回想z｝司一望，「2002雇

刈苦ム日一望」石叫召薯そ1入回1銀・囲刈ス匿到甘石叡ゼ碧を斗想暑暑社司翻・研ゼ

世唱潮弁：i認・合，杢♀ス回読三釧丁重ス1錯十年暑，。1。㌃7国ス1鴇馬…入ほ刀｝囚王

組入伺一セ魚棚升皆司囲糾エ，ユ判明明明，入側融雪スレ1望剤到咽雫司囚唄司蝉声

男爵叫ズ1三町村司÷∋言明呈干瑚囚エ銀製想暑釧盈週司剋呈告暑瑚磐叫司ユ

注入1苛ゼ升皆想Ol囲ぐ『せ呼時を州郎ゼ唄9井戸叫．ユ耐震碧4重｝逸才，。1引写

組入回居唱｛≧，璽｝郎子入桝召｛≧ヌ偲尋嘆廻そ矧曜｝る周到想叫暑国司声

望判言｝t｝潮磐唱質倉刃，（縄暑昇釧望舎平射丑賢立」調到7トこ認暑念71エ

耳癖ユ畳碧今巧言ス1王旦喜叫．
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